
(1） 第191号 広 報 あ か い け 昭和53年12月1日 

幸 

発行所 赤池町役場 編集 総務課文書広報係 費（代表）2004 

巨陽l所 赤 池 印 刷 毎月 1回発行 

町 の 人 口 

人 口 9,426人 （増15) 

男 4,507人 （増10) 

女 4,919人 （増5) 

世帯数 2,950世帯（増8) 

出生 6人 転入 51人 

死亡 3人 転出 39人 

(53年10月末日現在） 

( ）内は前月との増減 

（同和対策中央研修所・11月26日） 

臨 1lJ轟轟議記念式典挙イiさるノ 
n 月26日（日）町制40周年並びに同和対策中央研修所新築落成を記念して午前10時よリ同 

中央研修所で約300名の来賓の方々が出席し、町功労者、永年勤続者等の表彰や来賓各代 

表の方々による祝辞が行われ、盛況のうちに式典行事が取り行われた。このあと部落解放同 

盟中央本部書記長、上杉佐一郎氏の講演力首テわれ、引き続き町民会館で祝賀会が開かれた。 

午後2時より中央石刑彦所で芸能大会、7時半より約2時間にわたりのど自慢大会など町内 

芸達者の方々による演芸や歌力激多く出され、町民一体での盛り上がった記念のー日でした。 
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第2回田川郡 

解放子ども会 

スポーツ大会 

よろこびの選手たち 

前列左より、川原田浩一、小松浩二、山田洋、り屯I敬、 

小松豊。 中列左より、可叫公勝夫、可」公晃一、池田勇二、 

羽公滝人、羽公直近、」4公繁則。 後列左より、吉村智信、 

'H公勝年、羽公智、安田利道。 大浦隣保館まえで 

赤
池
、
強
豪
を
連
破
し
て
優
勝
 

大
浦
・
天
郷
連
合
チ
ー
ム
の
快
挙
 

去
る
九
月
十
日
、
部
落
解
放
同
盟
田
川
地
協
主
催
に
よ
る
第
二
回
田
川
 

郡
解
放
子
ど
も
会
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
方
城
町
で
盛
 

大
に
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
大
会
に
郡
内
各
町
村
の
連
協
か
ら
選
抜
さ
れ
た
 

精
鋭
九
チ
ー
ム
が
参
加
、
赤
池
連
協
か
ら
は
大
浦
・
天
郷
支
部
解
放
子
ど
 

も
会
で
『
赤
池
町
解
放
子
ど
も
会
チ
ー
ム
』
 

【
セ
レ
モ
ニ
ー
】
午
前
九
時
、
全
選
手
 

が
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
整
列
、
田
川
地
協
代
 

表
の
挨
拶
な
ど
が
あ
っ
た
あ
と
、
全
員
 

で
た
か
ら
か
に
解
放
歌
を
合
唱
。
あ
い
 

に
く
の
小
雨
模
様
で
あ
っ
た
が
、
選
手
 

の
覇
気
、
ま
す
ま
す
盛
ん
ノ
 

”
り
 1

 
aJ ●1 第

 

地

区

対

抗

 

バ
 

レ
 
ー
 

男子優勝 

九 支 所 

◇
 

を
編
成
、
勇
躍
出
場
し
た
。
 

川川川川川川“川川川川~川m"nn 

【
第
一
試
合
】
赤
池
町
解
放
子
ど
も
会
 

チ
ー
ム
は
、
ク
ジ
運
悪
く
強
豪
川
崎
町
 

と
対
戦
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
試
合
は
 

追
い
つ
追
わ
れ
つ
の
接
戦
の
す
え
、
実
 

力
で
は
と
う
て
い
か
な
わ
ぬ
と
思
わ
れ
 

た
川
崎
町
チ
ー
ム
に
8
対
6
で
辛
勝
。
 

町
制
四
十
周
年
、
同
和
対
策
中
央
研
 

修
所
の
落
成
を
祝
う
記
念
行
事
が
多
彩
 

に
催
さ
れ
た
が
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
は
地
 

区
対
抗
男
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
と
少
 

年
野
球
の
招
待
試
合
。
バ
レ
ー
は
、
男
 

子
が
十
九
支
所
と
十
支
所
を
撃
破
し
た
 

九
支
所
が
初
優
勝
。
女
子
は
十
五
支
所
 

が
四
連
覇
。
 

一
方
、
少
年
野
球
は
芦
屋
 

町
、
頴
田
町
、
直
方
市
植
木
、
稲
築
町
 

の
四
チ
ー
ム
を
招
待
し
、
熱
戦
を
展
開
 

し
た
が
、
赤
池
チ
ー
ム
は
植
木
ジ
ュ
ニ
 

ア
ヤ
ン
ギ
ー
ス
に
破
れ
た
。
 

、ブロック決まる‘ 4区大谷くんの見事なストソプ） 

1 
、
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（ブロック突破．18支所の日野さんのスパイクヒノト） 

【
第
ニ
試
合
】
緒
戦
に
勝
利
を
お
さ
め
 

た
赤
池
町
チ
ー
ム
は
、
第
二
回
戦
で
こ
 

れ
ま
た
強
豪
中
の
強
豪
添
田
町
と
対
戦
 

し
た
。
し
か
し
、
勝
運
に
の
っ
た
赤
池
 

町
は
こ
れ
を
5
対
1
で
く
だ
し
決
勝
戦
 

に
駒
を
す
す
め
た
。
 

【
第
三
試
合
】
さ
あ
、
い
よ
い
よ
決
勝
 

戦
だ
。
午
後
二
時
、
朝
か
ら
の
小
雨
も
 

選
手
の
元
気
い
っ
ぱ
い
の
プ
レ
ー
を
祝
 

福
す
る
か
の
よ
う
に
晴
れ
あ
が
っ
た
。
 

決
勝
戦
の
相
手
は
地
元
方
城
町
チ
ー
ム
。
 

ス
タ
ン
ド
の
大
声
援
に
励
ま
さ
れ
た
赤
 

池
球
児
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
落
ち
つ
 

き
を
み
せ
、
攻
守
に
わ
た
っ
て
一
段
と
 

調
子
を
あ
げ
方
城
町
を
4
対
2
で
く
だ
 

し
て
優
勝
。
や
っ
た
ノ
初
の
栄
冠
だ
。
 

【
応
援
団
】
当
日
は
、
赤
池
町
で
も
体
 

協
主
催
の
第
十
回
三
百
二
十
歳
ソ
フ
ト
 

ボ
ー
ル
大
会
が
催
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
 

の
試
合
を
終
っ
た
支
部
役
員
ほ
か
多
勢
 

の
父
兄
が
急
き
ょ
応
援
に
か
け
つ
け
た
。
 

懸
命
に
プ
レ
ー
す
る
選
手
諸
君
に
、
天
 

も
破
れ
よ
と
ば
か
り
の
大
声
援
。
優
勝
 

の
栄
冠
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
ス
タ
ン
ド
 

が
一
体
と
な
っ
て
勝
ち
と
っ
た
の
だ
。
 

こ
の
大
会
を
終
始
観
戦
し
熱
心
に
応
援
 

し
た
あ
る
父
兄
は
「
選
手
諸
君
の
無
心
 

な
元
気
い
っ
ぱ
い
の
プ
レ
ー
を
見
て
い
 

る
と
、
 

『
子
ど
も
た
ち
は
、
差
別
に
負
 

け
な
い
立
派
な
人
間
に
育
っ
て
い
る
』
 

と
感
じ
、
ジ
ー
ン
と
こ
み
あ
げ
て
く
る
 

も
の
が
あ
り
ま
す
」
と
、
こ
の
日
の
感
 

想
を
語
っ
て
い
た
。
優
勝
の
栄
冠
に
輝
 

や
い
た
赤
池
町
解
放
子
ど
も
会
チ
ー
ム
 

の
今
後
の
健
闘
を
期
待
し
て
や
ま
な
い
。
 

訂
正
と
お
詫
び
 

先
月
号
の
体
協
ス
ポ
ッ
ト
「
各
 

地
区
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
」
で
「
大
 

浦
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
』
 
の
記
事
は
 

赤
池
連
協
大
浦
、
天
郷
支
部
の
主
 

催
に
よ
る
行
事
で
し
た
。
こ
こ
に
 

訂
正
し
て
、
関
係
者
に
ご
採
止
恐
を
 

お
か
け
し
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
 

上
げ
ま
す
。
 

（
逆
転
打
・
浜
田
く
ん
の
痛
打
ラ
ン
ナ
ー
を
返
す
．
】
 

けんらん 

秋の 

スポーツ 

上野三区が初優勝 

鞭高令者条二売 

地
区
対
抗
野
球
、
七
支
所
が
悲
願
 

の
初
優
勝
 
十
一
月
五
日
の
決
勝
戦
 

で
延
長
八
回
、
九
、
十
支
所
連
合
チ
 

ー
ム
を
3
A
1
2

で
破
り
悲
願
の
初
 

優
勝
。
写
真
は
喜
び
の
ナ
イ
ン
。
 

▼
さ
き
ほ
ど
ユ
ネ
ス
コ
か
 

ら
日
本
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 

フ
ァ
ン
に
 
「
フ
ェ
ア
プ
レ
 

ー
賞
」
が
贈
ら
れ
た
。
な
 

ん
で
も
、
日
本
で
行
わ
れ
 

た
国
際
試
合
で
、
日
本
の
観
衆
が
敵
味
 

方
な
し
に
お
く
っ
た
真
塾
な
拍
手
と
声
 

援
が
、
外
国
の
お
偉
が
た
を
感
心
さ
せ
 

た
の
が
受
賞
の
対
象
と
な
っ
た
ら
し
い
。
 

▼
世
界
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
の
会
長
さ
 

ん
の
と
っ
た
こ
の
異
例
の
措
置
は
、
粋
 

な
は
か
ら
い
と
い
う
か
、
タ
イ
ミ
ン
グ
 

の
よ
い
フ
ェ
ン
ト
の
味
に
に
て
、
ウ
ー
 

ン
と
人
を
う
な
ら
せ
る
も
の
が
あ
リ
、
 

こ
れ
も
ま
た
正
に
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
で
あ
 

る。 ▼
競
技
に
は
、
勝
つ
た
め
に
手
段
を
選
 

ば
ず
と
い
う
や
り
方
が
あ
る
。
早
い
話
 

が
、
野
球
の
試
合
で
四
試
合
の
う
ち
三
 

試
合
ま
で
が
、
選
手
の
登
録
違
反
で
没
 

収
試
合
に
な
っ
た
と
い
う
が
如
き
は
正
 

に
そ
の
典
型
で
あ
ろ
う
。
江
川
ほ
し
さ
 

に
な
り
ふ
り
か
ま
わ
な
い
強
引
な
巨
人
 

の
や
り
口
を
ま
ね
た
わ
け
で
は
あ
る
ま
 

い
が
、
約
束
ご
と
を
守
る
と
い
う
の
は
 

ス
ポ
ー
ツ
に
限
ら
ず
ル
ー
ル
の
第
一
歩
 

で
あ
る
。
せ
っ
か
く
新
球
場
で
オ
ー
バ
 

ー
フ
エ
ン
ス
の
第
一
号
ホ
ー
マ
ー
が
出
 

た
と
い
う
の
に
、
こ
れ
も
没
収
試
合
で
 

幻
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
に
な
っ
た
、
と
い
う
 

お
ま
け
ま
で
つ
い
て
い
る
。
 

▼
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
は
む
つ
か
し
い
。
 

だ
が
、
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
は
も
っ
と
む
つ
 

か
し
い
。
 〇

〇
〇
〇
o
 

体協主催による初の地区対抗高令者ゲートボール大会 

が11月19日、町民グラウンドで行われ、優月叡ま各パート 

の1位チームで年令の一番多い上野三支所。 2位I四支 

所B. 3位し支所の●瓦 ちなみに今大会の平均年令は65 

歳、次の大会も頑張って下さい。 

伏
原
の
ソ
フ
ト
、
上
中
下
組
が
勝
つ
 

地
域
の
『
親
睦
』
 

『
体
力
づ
く
り
』
 

に
と
伏
原
公
民
館
（
村
井
晃
館
長
）
が
 

壮
・
婦
ソ
フ
ト
大
会
。
結
果
は
、
 
12 

対
 

13 

で
上
中
下
組
が
横
組
を
降
し
た
。
 

ー
 
‘
ー
 

ー

 

ー

 

ー

 

人v 
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上
村
大
次
郎
氏
 

県
知
事
表
彰
を
受
賞
 

『
国
民
健
康
保
険
事
業
に
尽
力
』
 

上村大次郎氏 

国
民
健
康
保
険
法
が
昭
和
十
三
年
に
 

施
行
さ
れ
て
か
ら
本
年
は
四
十
周
年
に
 

あ
た
る
の
で
、
こ
れ
を
記
念
す
る
た
め
 

去
る
十
月
二
十
六
日
（
木
）
、
福
岡
市
明
 

治
生
命
ビ
ル
に
お
い
て
記
念
式
典
が
挙
 

行
さ
れ
、
併
せ
て
永
年
国
民
健
康
保
険
 

事
業
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
の
表
彰
式
が
 

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

本
町
か
ら
は
、
医
師
上
村
大
次
郎
氏
 

圃
（
下
町
」
が
県
知
事
表
彰
を
受
賞
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

上
村
氏
は
、
昭
和
三
十
八
年
か
ら
今
 

日
ま
で
十
五
年
の
永
き
に
亘
リ
国
民
健
 

康
保
険
運
営
委
員
会
の
委
員
と
し
て
医
 

師
の
立
場
か
ら
の
み
で
な
く
、
広
く
国
 

民
健
康
保
険
事
業
を
理
解
し
、
同
事
業
 

の
運
営
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
又
、
予
 

防
接
種
等
、
町
民
の
衛
生
事
業
に
活
躍
 

さ
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
町
民
の
方
の
 

広
く
知
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
 

同
時
に
国
民
健
康
保
険
の
直
営
施
設
 

の
職
員
と
し
て
、
国
民
健
康
保
険
事
業
 

に
通
算
し
て
十
年
以
上
勤
務
し
、
勤
務
 

成
績
が
優
秀
で
、
他
の
模
範
と
認
め
ら
 

れ
る
者
と
し
て
福
岡
県
国
民
健
康
保
険
 

団
体
連
合
会
々
長
よ
リ
次
の
方
が
表
彰
 

を
受
け
ま
し
た
。
 

▽
事
務
吏
員
 
内
田
 
香
織
 

▽
 
ガ 

万 

竹
本
ア
サ
エ
 

▽
看
護
婦
長
 
藤
田
 
春
枝
 

▽
 
β 
主
任
 
永
末
 
文
子
 

▽
 
ク 

” 

吉
田
テ
ツ
子
 

▽

看

護

婦

 
戸
次
ミ
ツ
子
 

敬
称
略
 

納
税
組
合
総
会
で
表
彰
さ
る
 

赤
池
町
第
二
十
三
回
納
税
組
合
総
会
 

が
十
一
月
一
十
九
日
（
水
）
町
民
会
館
会
 

議
室
で
開
か
れ
、
昭
和
五
十
三
年
度
納
 

税
組
合
及
び
組
合
長
の
表
彰
、
並
び
に
 

国
民
健
康
保
険
税
納
税
組
合
優
良
団
体
 

の
表
彰
が
行
わ
れ
た
。
 

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々
は
、
次
の
 

と
お
リ
で
す
。
 

【
納
税
組
合
表
彰
及
び
組
合
長
表
彰
】
 

⑥
組
合
表
彰
 

●
石
津
 
三
郎
（
上
小
路
納
税
組
合
）
 

●
世
良
 
直
幸
（
下
小
路
 

” 

) 

つ
 

●
永
末
 
嘉
人
（
原
田
納
税
組
合
）
 

●
太
田
 

満
（
中
里
 

●
政
光
 
朝
次
（
薬
モ
寺
 

●
市
川
 
則
孝
（
石
松
 

●
沖
 

勇
（
八
の
五
 

●
高
浜
喜
久
蔵
（
稲
荷
一
 

●
前
田
 

園
（
車
導
一
 

●
門
柳
 
久
吉
（
伏
原
 

⑨
組
合
長
表
彰
 

ガ
 

一
 
"
 
"
 

ガ
 

"
 

●
柴
田
 

守
（
鋤
木
田
納
税
組
合
長
）
 

●
小
松
 
君
雄
（
大
浦
 

” 

●
日
高
 
直
文
（
草
場
上
 

” 

●
白
川
美
智
孝
（
八
の
四
 

” 

●
中
村
 
広
瀬
（
上
の
原
三
 

●
佐
々
木
徳
太
郎
（
貴
船
一
一
 

●
長
谷
川
文
雄
（
本
町
一
 

●
皆
川
 

正
信
（
下
町
一
 

●
本
島
 

一
郎
（
暁
町
 

ガ
 

"
 
)
 
一
 

●
鶴
田
 
啓
一
 

（
徳
人
原
上
 

” 

【
国
保
税
納
税
組
合
優
良
団
体
表
彰
】
 

●
日
高
八
重
子
（
第
六
支
部
婦
人
会
 
市場】 

●
宇
野
美
奈
子
（
第
七
支
部
 

ガ 

市場〕 

●
村
上
 
武
雄
（
市
津
国
保
納
税
組
合
 
市場） 

●
高
林
美
弥
子
（
第
八
支
部
婦
人
会
 
市場） 

●
太
田
美
代
子
（
第
士
一
支
部
”
 

赤池） 

ー

敬

称

略

ー

 

演
芸
慰
問
等
に
大
喜
び
 

ー
大
浦
・
天
郷
両
支
部
の
婦
人
部
 

十
月
十
日
（
火
）
体
育
の
日
、
大
浦
支
 

老人ホーム 

天 郷 荘 

部
（
小
栓
即
夫
支
部
長
）
並
び
に
天
郷
 

支
部
（
小
松
勝
支
部
長
）
の
婦
人
部
の
 

演
芸
慰
間
団
（
約
三
十
数
人
）
が
菓
子
、
 

ジ
ュ
ー
ス
等
の
慰
間
品
を
携
え
て
老
人
 

ホ
ー
ム
天
郷
荘
を
慰
間
し
ま
し
た
。
 

現
在
、
老
人
ホ
ー
ム
に
は
四
十
五
人
 

の
老
人
が
入
居
し
て
お
り
ま
す
が
、
毎
 

日
を
そ
れ
ぞ
れ
が
気
楽
に
生
活
し
て
い
 

ま
す
。
時
折
お
と
ず
れ
る
、
知
人
、
身
 

寄
り
の
者
の
面
会
又
は
慰
問
演
芸
等
は
 

本
当
に
楽
し
み
の
ー
つ
で
す
。
 

こ
の
日
も
、
大
浦
・
天
郷
両
支
部
の
 

婦
人
部
の
皆
さ
ん
が
ス
タ
ー
顔
負
け
の
 

演
芸
を
披
露
し
、
老
人
の
拍
手
喝
釆
の
 

熱
演
の
う
ち
に
昼
か
ら
の
楽
し
い
ひ
と
 

時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

（
大
浦
・
天
郷
両
支
部
の
婦
人
部
の
慰
間
者
の
皆
さ
ん
）
 

町
少
年
剣
道
大
会
開
催
さ
る
ノ
 

個
人
戦
で
中
野
亜
子
さ
ん
・
立
花
靖
士
く
ん
ク
準
優
勝
4
 

菊
薫
る
十
一
月
十
二
日
（
日
）
、
前
日
 

か
ら
の
あ
い
に
く
の
雨
模
様
の
中
で
、
 

垣
例
の
少
年
剣
道
大
会
が
町
民
会
館
に
 

お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
 

筑
豊
一
一
市
三
郡
の
道
場
か
ら
一
年
間
 

の
汗
の
結
晶
を
こ
の
日
に
発
揮
す
べ
く
 

午
前
九
時
開
始
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
早
 

々
と
八
時
に
は
す
で
に
続
々
と
乗
リ
込
 

み
、
体
育
館
内
は
少
年
剣
士
の
気
概
と
 

熱
気
で
大
会
の
雰
囲
気
も
盛
り
あ
が
っ
 

て
来
ま
し
た
。
 

出
場
チ
ー
ム
も
年
々
増
加
の
傾
向
を
 

し
め
し
、
本
年
は
中
学
生
十
四
チ
ー
ム
、
 

白
十
一
名
、
小
学
生
二
十
チ
ー
ム
了
一
百
 

（
勇
壮
な
行
進
曲
に
堂
々
の
入
場
〕
 

四
1
七
名
、
女
子
小
学
生
四
十
八
名
、
 

延
人
員
四
百
六
名
の
多
数
に
お
よ
び
、
 

更
に
各
団
体
の
応
援
、
大
会
役
員
を
加
 

え
る
と
約
八
百
名
の
大
世
帯
と
な
り
、
 

体
育
館
も
文
字
ど
お
り
は
ち
割
れ
ん
ば
 

か
り
の
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。
 

定
刻
九
時
、
勇
壮
な
行
准
一
 

に
緊
張
 

と
昂
奮
の
た
め
頬
を
紅
潮
さ
せ
た
少
年
 

剣
士
が
前
年
度
、
議
長
杯
優
勝
の
直
方
 

少
年
剣
道
部
を
先
頭
に
入
場
、
最
後
尾
 

は
町
長
旗
を
見
事
二
年
連
続
保
持
し
た
 

赤
池
誠
心
館
四
十
四
名
の
堂
々
の
行
進
 

の
あ
と
、
兼
重
教
育
委
員
長
の
開
会
官
 

11
」口 （

赤
池
中
学
生
に
よ
る
日
本
剣
道
形
」
 

池
永
大
会
名
誉
会
長
の
挨
拶
に
引
続
 

き
、
池
田
大
会
々
長
の
歓
迎
の
言
葉
が
 

あ
り
ま
し
た
。
 

試
合
に
先
だ
ち
、
赤
池
中
学
生
に
よ
 

る
日
本
剣
道
形
が
厳
粛
の
内
に
行
わ
れ
、
 

稽
古
の
成
果
が
よ
く
出
て
お
リ
、
実
に
 

見
事
な
演
武
で
あ
リ
ま
し
た
。
原
名
誉
 

審
判
長
の
試
合
開
始
の
号
令
の
も
と
に
、
 

小
学
生
低
学
年
個
人
戦
か
ら
闘
い
の
幕
 

が
切
っ
て
落
と
さ
れ
、
四
パ
ー
ト
で
熱
 

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
応
援
団
の
声
援
 

も
一
段
と
熱
が
こ
も
り
、
チ
ビ
ッ
子
剣
 

士
の
一
打
一
振
リ
に
大
歓
声
の
す
さ
ま
 

じ
さ
で
、
進
行
の
マ
イ
ク
も
わ
か
ら
な
 

い
有
様
で
し
た
。
 

本
大
会
よ
り
新
た
に
女
子
の
部
を
設
 

け
ま
し
た
が
、
数
多
く
の
女
子
剣
士
が
 

出
場
し
大
会
に
色
ど
り
を
添
え
た
ば
か
 

リ
で
な
く
、
基
礎
練
習
あ
る
い
は
技
術
 

的
に
も
立
派
な
も
の
を
見
せ
て
頂
き
ま
 

し
た
。
女
子
部
の
試
合
増
設
に
ふ
み
切
 

っ
た
大
会
々
長
の
決
断
も
又
見
事
で
あ
 

り
、
面
一
本
の
効
果
が
あ
っ
た
。
 

近
隣
の
少
年
剣
士
が
赤
池
大
会
開
催
 

を
指
折
り
数
え
る
ま
で
に
発
展
し
ま
し
 

た
が
、
町
有
志
の
方
々
の
ご
庇
護
と
一
」
 

援
助
に
よ
る
お
陰
と
存
じ
ま
す
。
 

な
お
、
大
会
に
際
し
、
バ
レ
ー
部
、
 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
、
婦
人
協
、
並
び
に
 

後
援
会
ご
父
兄
の
皆
様
の
ご
支
援
に
よ
 

J
 

J
 

リ
盛
会
に
無
事
終
了
出
来
ま
し
た
こ
と
 

を
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

▼
成
績
発
表
▲
 

⑥
小
学
生
の
部
 

o
優
勝
香
武
館
（
香
春
）
〇
準
優
勝
直
方
少
 

年
剣
道
部
o

三
位
誠
心
館
（
赤
池
）
〇
三
位
 

平
原
道
場
（
添
田
）
o
敢
斗
賞
修
道
館
（
飯
塚
）
 

⑥
中
学
生
の
部
 

☆
 

和
名
 
師
走
（
し
わ
す
）
 

年
末
で
僧
が
い
そ
が
し
く
走
り
ま
わ
 

る
の
で
師
走
、
俗
に
極
月
の
字
を
用
い
 

て
“
し
わ
す
）
と
も
い
う
。
 

1
日
（
金
）
 

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
 

年
末
年
始
の
防
犯
運
動
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
＼
ン
タ
m
) 

映
画
の
日
 

4
日
（
月
）
 

人
権
週
間
 

7
日
（
木
）
 

特
設
人
権
相
談
日
（
画
ラ
m
) 

28 25 24 23 22 17 15 10 8 
日 日 日 日 日 日 日 日 日 

木 月 日 土 金 日 金 日 金 

大
雪
 

こ
と
納
め
・
針
供
養
 

世
界
人
権
デ
ー
 

年
賀
郵
便
特
別
扱
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
「
ラ
m
) 

冬
至
 

皇
太
子
誕
生
日
 

ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
ブ
 

ク
リ
ス
マ
ス
 

官
庁
ご
用
納
め
 

（
一
月
三
日
ま
で
）
 

31 

日
（
土
）
 

年
越
し
・
大
は
ら
い
 

除
夜
の
鐘
 

▼
兄
弟
は
 
両
手
の
ご
と
し
▲
 

〇
優
勝
直
方
少
年
剣
道
部
o

準
優
勝
香
 

武
館
（
香
春
）
o

三
位
誠
心
館
（
赤
池
）
〇
三
位
 

英
彦
剣
道
部
（
添
世
 

⑥
個
人
戦
 
赤
池
町
関
係
の
み
 

o
準
優
勝
中
野
亜
子
（
小
女
f
4
1
6
年！本町】 

o
 

万 

立
花
靖
士
（
中
学
男
f
3

年・猿田】 

⑩
剣
道
部
師
範
 
上
村
常
夫
 

み
ん
な
そ
ろ
っ
て
明
る
い
正
月
 

飲
酒
運
転
は
絶
対
や
め
よ
う
 

12 

月
 11 

日
か
ら
ー
月
 10 

日
ま
で
 

年
末
年
始
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
 

十
二
月
十
一
日
か
ら
来
年
一
月
十
日
ま
 

で
実
施
さ
れ
ま
す
。
十
ニ
月
は
、
 
一
年
 

の
う
ち
で
最
も
交
通
事
故
の
多
い
月
で
 

す
。
特
に
年
末
は
ド
ラ
イ
バ
ー
も
歩
行
 

者
も
気
分
的
に
何
か
と
あ
わ
た
だ
し
く
 

な
り
ま
す
。
一
方
で
、
交
通
渋
滞
が
ひ
 

ん
ぱ
ん
に
起
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

気
ぜ
わ
し
さ
と
イ
ラ
イ
ラ
が
高
じ
、
と
 

も
す
れ
ば
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
、
無
 

理
な
追
い
越
し
な
ど
の
違
反
運
転
が
目
 

立
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
な
か
で
も
、
 

こ
の
時
期
に
ふ
え
る
の
が
飲
酒
運
転
に
 

よ
る
事
故
で
す
。
酒
を
飲
む
機
会
が
多
 

く
な
る
年
末
年
始
は
十
分
ご
注
意
を
。
 

飲
酒
運
転
の
追
放
 

●
家
庭
で
は
、
 

「
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
、
 

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い
 

飲
ま
せ
な
 

い」 

の
三
な
い
運
動
を
実
行
す
る
。
 

●
職
場
で
は
、
雇
主
、
安
全
運
転
管
理
 

者
等
責
任
者
は
、
従
業
員
に
忘
年
会
、
 

新
年
会
等
に
よ
る
飲
酒
運
転
防
止
を
徹
 

底
す
る
。
 

●
酒
類
提
供
業
者
は
、
車
を
運
転
す
る
 

客
に
は
「
酒
を
飲
ま
せ
な
い
」
運
動
を
 

徹
底
す
る
。
 

ゆ
つ
く
り
走
ろ
う
運
動
の
推
進
 

●
自
動
車
、
原
付
自
転
車
に
「
ゆ
っ
く
 

り
走
ろ
う
」
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
っ
て
 

運
動
に
参
加
す
る
。
 

●
制
限
速
度
を
守
り
、
 

転
」
を
励
行
す
る
。
 

「
ゆ
っ
く
り
運
 

●
 
「
安
全
優
先
思
い
や
り
運
転
」
を
励
 

行
す
る
。
 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
励
行
 

●
乗
車
時
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
を
習
 

慣
づ
け
る
。
 

●
す
す
ん
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
模
範
 

事
業
所
に
な
る
。
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し、 か
 

あ
 

口
区
 

幸
十
 広

 
第191号 

一
 ち

 
ま
 

一
 

の
 

一 芸
 

文
 

】
 

平
凡
と
い
う
倖
 
口
 

死
刑
囚
の
中
に
は
日
に
よ
っ
て
は
三
 

百
句
近
く
も
作
句
す
る
者
が
い
た
と
か
、
 

作
句
も
彼
等
な
り
に
推
敵
を
重
ね
、
そ
 

の
句
稿
を
そ
の
ま
ま
机
に
残
し
、
或
る
 

日
忽
然
と
絞
首
台
の
露
と
消
え
て
逝
っ
 

た
と
聞
く
。
 

●
浜
ま
で
は
海
女
も
蓑
き
る
時
雨
か
な
 

一
見
こ
れ
が
死
刑
囚
の
句
か
と
思
え
 

る
明
る
い
落
着
き
の
あ
る
佳
作
で
あ
る
。
 

海
女
は
海
に
潜
っ
て
漁
る
を
生
計
と
 

し
て
い
る
。
そ
の
海
女
が
雨
に
濡
れ
る
 

の
を
嫌
っ
て
蓑
を
着
て
浜
へ
出
て
行
っ
 

た
。
そ
の
事
に
対
し
て
何
と
な
く
お
か
 

し
み
を
感
じ
て
句
材
に
し
て
い
る
。
し
 

っ
か
リ
と
し
た
作
句
眼
を
備
え
て
い
る
 

と
い
え
る
。
 

●
春
月
や
職
得
し
吾
子
の
幸
祈
る
 

こ
の
句
は
絶
句
で
、
人
間
が
生
死
の
 

極
限
に
立
た
せ
ら
れ
た
時
、
ひ
た
す
ら
 

願
う
も
の
は
、
吾
が
子
の
行
未
と
倖
で
 

あ
る
事
が
何
よ
り
も
こ
の
句
が
物
語
っ
 

て
い
る
。
 

●
獄
窓
に
帰
雁
の
列
を
い
つ
ま
で
も
 

獄
舎
の
さ
ま
は
聞
か
ず
と
も
知
れ
て
 

い
る
。
更
に
人
間
が
自
由
を
束
縛
さ
る
 

る
事
が
如
何
に
辛
く
耐
え
難
い
か
は
想
 

像
以
上
で
あ
ろ
う
。
ま
し
て
や
何
時
命
 

を
奪
わ
れ
る
や
も
知
れ
な
い
境
涯
で
あ
 

れ
ば
 

。
折
か
ら
獄
窓
に
わ
ず
か
 

に
見
ゆ
る
帰
雁
を
何
時
ま
で
も
見
て
い
 

る
。
こ
の
身
は
帰
る
こ
と
は
金
輪
際
許
 

さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
 

浄
土
宗
の
年
中
行
事
の
ー
つ
に
彼
岸
 

法
要
が
あ
り
、
そ
の
さ
ま
を
句
材
に
し
 

て
捉
え
た
の
が
次
の
句
で
あ
る
。
 

●
わ
れ
る
ご
と
彼
岸
の
木
魚
死
刑
囚
 

大
声
で
し
か
も
心
を
こ
め
て
念
仏
を
 

唱
え
れ
ば
救
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
 

い
や
救
わ
れ
た
い
。
ひ
た
む
き
に
念
仏
 

を
唱
え
思
わ
ず
木
魚
を
叩
く
手
に
力
が
 

入
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
彼
等
の
姿
が
 

目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
あ
る
。
 

●
正
座
し
て
雑
煮
頂
く
老
死
囚
 

正
座
し
て
と
の
「
上
五
」
に
力
感
が
 

寵
っ
て
お
る
。
こ
の
作
者
は
、
す
で
に
 

諸
々
の
も
の
に
対
し
て
悟
リ
を
得
て
お
 

リ
、
食
べ
物
に
対
し
て
も
正
座
し
て
と
 

の
謙
虚
な
心
は
す
で
に
人
間
と
し
て
の
 

あ
る
べ
き
姿
に
戻
っ
て
い
る
。
 

●
母
の
日
や
弥
陀
に
灯
せ
ば
母
在
す
 

幾
つ
に
な
っ
て
も
母
親
は
恋
し
い
も
 

の
で
、
ま
し
て
や
捕
ら
わ
れ
の
身
で
あ
 

れ
ば
そ
の
思
い
も
一
入
で
、
す
が
る
心
 

で
弥
陀
に
一
灯
献
す
れ
ば
そ
の
火
色
の
 

あ
た
リ
に
あ
た
か
も
母
が
お
ら
る
る
思
 

い
が
し
、
心
が
安
ら
ぐ
と
い
う
句
で
あ
 

る。 ※
俳
句
は
心
の
糧
に
な
り
、
手
軽
に
誰
 

に
で
も
作
れ
ま
す
。
 

一
歩
 

プ
 

職
 
歴
 

の
 

歌
 

（
南
町
二
）
安
食
 

正
美
 

●
鉄
の
錆
落
す
音
に
て
坑
外
の
夏
草
原
 

に
ひ
び
く
 

●
発
破
音
幾
度
も
鳴
リ
刻
を
経
て
坑
道
 

を
な
が
く
煙
り
流
る
る
 

●
炭
壁
の
崩
れ
片
積
む
坑
道
に
昼
飼
と
 

る
間
を
集
ひ
て
語
る
 

●
坑
道
に
音
の
途
絶
ゆ
る
と
き
の
あ
り
 

木
に
棲
む
虫
の
木
を
噛
む
音
す
 

●
坑
道
に
風
つ
の
り
来
て
塵
舞
ふ
は
遠
 

き
通
気
扉
開
き
た
る
ら
し
 

●
香
春
岳
風
強
け
れ
ば
石
灰
岩
の
削
か
 

れ
し
あ
た
リ
白
煙
の
捲
く
 

●
掲
示
板
に
炭
坑
縮
少
の
報
貼
ら
れ
中
 

婦
ら
集
ひ
て
な
が
く
去
ら
ざ
リ
 

●
骨
組
み
を
終
え
た
る
棟
に
紅
白
の
な
 

が
き
布
あ
げ
て
人
集
ひ
を
り
 

●
鳩
の
晴
く
声
に
目
覚
め
ぬ
清
々
と
潮
 

の
香
通
ふ
浜
の
飯
場
に
 

●
夜
半
に
独
リ
レ
ン
ズ
を
用
ひ
辞
書
を
 

●ど 

ー
 

引
く
此
の
此
1
1
事
を
し
も
楽
し
み
て
生
 

J
、

 

ー
新
聞
歌
壇
特
選
の
歌
ー
 

雑
 
詠
 

の
 

部
 

●
行
商
の
人
ら
が
往
来
の
径
あ
リ
て
低
 

き
丘
な
り
吾
も
越
え
行
く
 

●
さ
ざ
な
み
の
光
り
冷
た
き
タ
と
な
り
 

群
れ
い
る
牛
が
移
動
し
初
む
 

●
花
あ
る
も
花
な
き
草
も
月
の
夜
の
露
 

深
け
れ
ば
光
り
を
宿
す
 

●
月
見
草
花
開
き
た
る
器
材
場
に
火
花
 

を
た
て
て
い
ま
だ
人
を
り
 

●
水
道
の
パ
イ
プ
を
漏
る
る
溜
り
水
月
 

あ
れ
ば
映
え
て
あ
リ
ど
光
れ
り
 

●
炭
坑
を
離
れ
て
ゆ
き
し
人
よ
リ
の
住
 

所
記
さ
ぬ
賀
状
来
り
ぬ
 

●
風
釆
の
あ
が
ら
ぬ
吾
を
父
と
し
て
娘
 

ら
は
心
に
な
に
を
し
思
う
 

●
ひ
な
鶏
を
飼
い
し
頃
よ
り
末
の
子
が
 

や
や
従
順
に
な
リ
し
と
思
う
 

●
大
雨
に
表
土
流
れ
し
山
肌
が
タ
陽
に
 

赤
く
遠
く
よ
り
見
ゆ
 

ー
新
聞
歌
壇
入
選
歌
ー
 

（
十
向
葉
）
 

つ
れ
づ
れ
に
 

その一一 

（
老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
）
 

松
本
 
た
か
L
 

●
老
い
の
日
々
残
暑
に
た
え
て
体
ふ
く
 

●
踊
の
輪
幼
児
く
た
び
れ
歩
く
だ
け
 

●
歎
異
抄
ラ
ジ
ォ
聴
聞
秋
彼
岸
 

●
秋
天
を
あ
お
ぐ
や
杖
に
力
入
る
 

●
松
虫
の
謡
あ
わ
れ
や
秋
の
会
」
 

●
陶
房
の
あ
リ
秋
の
田
の
小
高
き
に
 

●
横
の
色
あ
ざ
や
か
に
庫
裏
の
庭
 

●
う
た
が
う
は
悲
し
き
こ
と
よ
秋
深
し
 

●
ず
っ
し
り
と
供
米
の
つ
ま
れ
報
恩
講
 

●
丹
前
の
快
も
古
リ
て
年
惜
し
む
 

、ノ 

験
し
尿
く
み
取
り
ゴ
、
収
集
 

＠
し
尿
く
み
取
リ
」
 
12
 

月
 31
 

旦
旦
 

ソ
ブ
、
・
、
又
E
 

」 

11
月3
日
（
水
一
困
 

※
し
尿
く
み
取
n
1
1
月4
旦
木
）
よ
り
平
常
 

※
ゴ
ミ
収
集
→
1
月
4
H
（
月
）
よ
リ
平
常
 

（
燃
え
る
ゴ
ミ
収
集
日
）
 

●1
月1
日
（
月
）
の
地
区
T
 
12
 

月
 30
 

日
（
十
）
に
変
更
 

赤
池
団
地
、
板
屋
団
地
、
上
の
 

原
1
5
3
、
1
町
1

・2
、
大
和
町
1

・2

、
東
組
、
 

中
組
、
西
組
、
岩
屋
組
、
職
貝
住
宅
 

●
1
月
2
（火）・3
（
水
お
地
区
→
l
H
4
H
（
木
）
に
変
更
 

畝
当
地
区
 
稲
荷
町
1

'2

、
昭
和
町
、
本
町
 

1
5
3

、
貴
船
1

、
3
、
車
道
1
1
4
、
高
尾
1

・2 

高
尾
団
地
、
上
1
西
寿
、
徳
人
原
上
下
、
暁
町
、
旭
 

ケ
丘
、
下
桜
町
、
伏
原
1
1
5

、
南
町
、
南
町
団
地
、
 

町
営
伏
原
1

、
5
、
県
営
伏
原
、
伏
原
、
西
町
、
下
 

西
町
、
中
町
、
西
ケ
斤
 

●
1
月
4

旦
木
）
の
地
区
→
1
月
5

旦
金
に
変
更
 

該
当
地
区
 
北
町
、
東
町
、
新
町
、
小
藤
団
 

地
、
下
高
尾
、
上
桜
町
、
朝
日
町
、
松
本
町
、
市
場
 

全
地
区
 

●
1
月
5

旦
金
）
の
地
区
→
1
月
6

日
（
土
）
に
変
更
 

該
当
地
区
 
上
野
全
地
区
 

●
1
月
6

日
（
土
）
の
第
一
土
曜
日
の
不
燃
物
の
地
区
 

→
1
月
7

旦
日
）
に
変
更
 

畝
当
地
区
 
赤
池
団
地
、
板
屋
団
地
、
上
の
 

原
1
1
3
、
下
町
1

・2
、
大
和
町
1

・2
、
東
組
、
 

中
組
、
西
組
、
岩
屋
組
、
職
安
住
宅
 

稲
荷
1

・2
、
昭
和
町
、
本
町
1
1
3
、
貴
船
1
5
3
、 

車
道
1

、
4
、
高
尾
1

・2
、
高
尾
団
地
、
上
寿
町
、
 

下
寿
町
、
西
寿
町
、
徳
人
原
上
・
下
、
暁
町
、
旭
ケ
斤
 

下
桜
町
。
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
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国
民
年
金
だ
よ
り
 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
 

納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
一
年
分
を
四
 

期
に
分
け
、
次
の
よ
う
に
納
付
期
限
を
 

決
め
て
い
ま
す
。
 

●
7
月
 31 

日
ま
で
（
4
1
6
月
の
3
カ
月
分
〕
 

●
 10 

月
 31 

日
ま
で
（
7
5
9
月の 

ク 

） 

●
1
月
 31 

日
ま
で
（
 
10
 

ー
 12
 

月の 

方 

〕 

●
4
月
 30 

日
ま
で
（
1
1
3
月の 

ガ 

〕 

保
険
料
を
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
て
 

い
な
い
と
力
一
の
事
故
の
と
き
、
障
害
 

年
金
や
母
子
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
 

る
こ
と
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
さ
ら
 

に
長
期
間
の
保
険
料
滞
納
は
、
大
切
な
 

「
老
齢
年
金
を
受
け
る
権
利
」
さ
え
失
 

い
か
ね
ま
せ
ん
。
 

年
を
と
っ
て
か
ら
、
又
事
故
に
合
っ
 

て
か
ら
あ
わ
て
て
も
間
に
合
い
ま
せ
ん
。
 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
期
限
ま
で
に
 

エンゼルクイズ 

【第28回出題】 

エンゼルは天使のつかいです 

あなたに幸ありますよう 

〔問 題〕 

1 大相撲)L)I」場所の優勝力士はだれ？ 

⑧若乃花 ⑧北の湖 ＠）輪島 

2 . NHK のドラマ「黄金の日々」の作者は 

だれ？ 

④司馬遼太郎 ⑧井上 靖 ＠）城山三郎 

3 、ラジオ放送を最初に行なった国は？ 

④アメリカ ⑧ィギリス ⑥ドイツ 

4 、除夜の鐘を鳴らすのは何故？ 

④宗教的な行事 ⑧人間を苦脳から救う為 

⑥別に意味はない 

5 、人間の身長を、 1 日のうちの朝と夜を比 

較すると？ 

④朝の方が長い ⑧夜の方が長い （C）変わ 

らない 

〔応募の要領〕 

正解のABCいずれかの記号を官製ハガキ 

に記入のうえ、12月18日までに赤池町役場総 

務課文書広報ェンゼルクイズ係までお送リ下 

さいっなお住所、氏名を明記して下さい。 

抽せんで正解者3名様に記念品を贈ります。 

ン例 問題l B 問題2 B 問題3 C 

【第27回の解答】 

1 ⑧ 2 ④ 3 ⑧ 

、
‘
'
I
「
 

き
ち
ん
と
納
め
る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
 

、（ノ 

な
お
、
生
活
が
苦
し
く
て
国
民
年
金
 

の
保
険
料
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、
保
 

険
料
納
付
を
免
除
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
 

ま
す
の
で
、
是
非
役
場
年
金
係
（
窓
ロ
 

⑤
番
）
に
ご
相
談
下
さ
い
。
 

郵

便

局

だ

よ

り

 

年
末
年
始
の
 

「
郵
便
物
」
取
扱
い
 

年
末
、
年
始
に
は
平
常
の
数
倍
に
も
 

及
ぶ
郵
便
物
が
出
廻
リ
ま
す
の
で
、
次
 

の
事
項
に
つ
い
て
皆
様
方
の
ご
協
力
方
 

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

▼
小
包
は
十
二
月
十
五
日
頃
ま
で
に
お
 

出
し
下
さ
い
。
 

▼
年
賀
状
も
早
目
に
書
い
て
十
二
月
‘
一
 

十
日
ま
で
に
お
出
し
下
さ
い
。
 

▼
あ
て
名
は
、
詳
し
く
、
正
し
く
、
は
 

っ
き
リ
と
書
い
て
下
さ
い
。
 

▼
犬
は
し
っ
か
り
と
つ
な
い
で
置
い
て
 

下
さ
い
。
 

▼
郵
便
番
号
も
、
正
し
く
、
 

と
書
い
て
下
さ
い
。
 

は
っ
き
り
 

▼
転
入
、
転
出
の
際
は
、
郵
便
局
に
転
 

居
届
を
出
し
て
下
さ
い
。
 

ー
赤
池
郵
便
局
ー
 

戸
籍
謄
抄
本
な
ど
の
 

必
要
な
方
は
お
早
目
に
ク
 

年
末
年
始
の
戸
籍
窓
口
業
務
は
次
の
 

と
お
り
で
す
の
で
、
戸
籍
謄
抄
本
、
印
 

か
ん
証
明
な
ど
必
要
な
方
は
力
お
早
目
 

に
力
お
済
ま
せ
下
さ
い
。
 

戸
籍
、
住
民
票
の
謄
抄
本
等
の
請
求
 

の
際
は
窓
ロ
に
交
付
申
請
書
を
用
意
し
 

て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
用
紙
に
記
載
の
 

う
え
、
係
ま
で
提
出
し
て
交
付
し
て
い
 

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

事
務
上
、
わ
か
ら
な
い
と
き
は
係
へ
 

、I
」
 

お
間
い
合
わ
せ
の
う
え
、
記
載
し
て
下
 

さ
い
。
又
、
そ
の
際
、
印
か
ん
が
必
要
 

で
す
か
ら
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
 

し
ま
す
。
 

（
休
日
で
も
死
亡
届
、
婚
姻
 

届
は
受
付
け
ま
す
。
）
 

▽
 12 

月
 28 

日
（
木
）
 

平
常
ど
お
リ
 

▽
 12 

月
 29 

日
（
金
）
 

休
 
業
 

一

 

▽
1
月
3

日
（
水
）
 

休
 
業
 

▽
1
月
4

日
（
木
）
 

平
常
ど
お
り
 

ー
役
場
住
民
課
ー
 

あ
り
が
と
う
 

ご
ざ
い
ま
し
た
 

社
会
福
祉
協
議
会
 

〔
香
典
返
し
〕
 

金
一
封
 
河
村
 
治
美
（
上
野
上
里
）
 

金
一
封
 
滝
下
ア
ヤ
コ
（
赤
池
中
町
）
 

〔
特
別
寄
付
〕
 

金
拾
力
円
 
山
本
 
宗
彦
（
稲
荷
町
）
 

ー

敬

称

略

ー

 

⑧
 

に
J
 ⑧

 
d
' 

【正解者】 

今回の応募総数46通のうち、正解は31通で 

した。厳正な抽せんの結果、次の3名の方に 

記念品を贈ります。 （敬称略） 

>大島 信子（大字赤池） 

> 'J4: 孝久（大字上野） 

）工藤 久子（大字赤池） 

センターの行事
臼2月の休館日〕 I〔福祉バス運行予定日〕 

4 旦、 11日、18日、25日1 3日、10日、17日、24日 

髭器」.」1月旧～3日~ （日曜日） 
〔演 芸 日〕 ，［仏教法話会」 

3 日、 7 日、10日、14日 ~ 12日肉 午前11時 

U 日、21日、24日、28日 I 

固定資産税 

国民健康保険税 

（第4期分） （納期限12月28日） 

―町税は納期内に納めましよう ー 

赤 池 町 
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A 
忘れないで心にとめて 

おきましょう。 

第
 30 

回
人
権
週
間
 

ー
 
12 

月
4
日
ー
 10 

日
ま
で
ー
 

ト
ー
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
は
「
人
 

権
週
問
」
で
す
。
こ
れ
は
、
 
一
九
四
八
 

年
（
昭
和
二
十
三
年
）
士
一
月
十
日
第
 

三
回
国
際
連
合
総
会
で
「
世
界
人
雄
口
 

言
」
が
採
択
さ
れ
た
の
を
記
念
し
て
設
 

け
ら
れ
た
も
の
で
、
本
年
は
三
十
周
年
 

を
迎
え
る
こ
と
に
な
リ
ま
し
た
。
 

こ
の
記
今
等
べ
き
年
に
あ
た
リ
福
岡
 

法
務
局
及
び
福
岡
県
人
権
擁
護
委
員
連
 

合
会
に
お
き
ま
し
て
は
 

●
人
権
の
共
存
（
対
話
に
よ
っ
て
明
る
 

く
住
み
よ
い
利
会
を
つ
く
ろ
う
）
 

●
部
落
差
別
を
な
く
そ
う
 

●
婦
人
の
地
位
キ
上
局
め
よ
う
 

を
重
点
目
標
と
定
め
、
人
権
思
想
の
普
 

及
徹
底
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。
 

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
 

い
し
ま
す
。
な
お
、
人
権
問
題
や
法
律
 

問
題
そ
の
他
い
ろ
ん
な
悩
み
ご
と
の
あ
 

る
方
は
、
地
元
の
人
権
擁
護
委
員
や
法
 

務
局
（
支
局
）
に
ご
相
談
下
さ
い
。
 

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
 

て
い
ま
す
。
 

当
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の
と
お
 

リ
で
す
。
 

●
住
所
 
赤
池
町
貴
船
 

●
氏
名
 
岡
田
 
宗
治
 

⑥
特
設
人
権
相
談
所
の
開
設
 

12 

月
7

日
（
木
）
赤
池
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

午
前
十
時
ー
午
後
三
時
ま
で
 

歳
末
納
税
強
調
月
間
 

ー
 
12 

月
ー
日
ー
 28 

日
ま
で
ー
 

納
税
者
の
皆
さ
ん
、
日
頃
か
ら
町
税
 

納
税
に
関
し
ご
協
力
い
た
だ
き
有
難
う
 

ご
ざ
い
ま
す
。
今
月
は
納
税
強
調
月
間
 

で
す
。
町
税
の
未
納
の
あ
る
方
は
早
目
 

に
納
税
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

税
金
が
納
ま
ら
な
く
て
は
町
政
の
円
 

滑
な
運
営
は
出
来
ま
せ
ん
。
あ
な
た
が
 

納
め
た
税
金
は
住
民
福
祉
増
進
の
た
め
 

支
出
さ
れ
、
直
接
間
接
に
あ
な
た
の
生
 

活
向
上
の
た
め
還
元
さ
れ
る
も
の
で
あ
 

り
ま
す
。
 

こ
の
期
間
中
、
役
場
税
務
課
職
員
が
 

納
税
相
談
に
応
じ
ま
す
。
ま
た
滞
納
者
 

に
は
町
税
完
納
を
め
ざ
し
個
人
徴
収
を
 

実
施
い
た
し
ま
す
の
で
納
税
さ
れ
る
よ
 

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

公
給
領
収
証
は
必
ず
 

受
け
取
り
ま
し
よ
う
 

公
給
領
収
証
に
は
、
料
理
店
、
旅
館
、
 

飲
食
店
の
三
種
類
が
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
公
給
領
収
証
は
、
料
理
飲
食
等
 

消
費
税
を
納
め
た
し
る
し
に
お
渡
し
す
 

、， 

る
も
の
で
す
か
ら
、
必
ず
受
け
取
っ
て
 

下
さ
い
。
 

料
理
飲
食
等
消
費
税
は
次
に
よ
る
 

●
料
亭
、
料
理
店
、
カ
フ
ェ
ー
、
バ
ー
、
 

キ
ャ
バ
レ
ー
等
は
飲
食
代
金
の
晶
 

●
飲
食
店
、
ス
タ
ン
ド
バ
ー
、
喫
茶
店
 

旅
館
で
の
飲
食
は
二
干
円
を
越
え
た
場
 

合
、
料
金
の
皿
「
 

●
旅
館
で
の
宿
泊
は
、
 

一
泊
二
食
で
四
 

F
円
を
越
え
た
場
合
、
料
金
か
ら
基
礎
 

控
除
額
（
二
千
円
）
を
差
引
い
た
料
金
 

の皿m 

※
特
に
年
末
の
忘
年
会
及
び
新
年
会
等
 

の
宴
会
ご
利
用
の
場
合
は
公
給
領
収
証
 

を
お
受
け
取
リ
下
さ
い
。
 

ー
田
川
財
務
事
務
所
ー
ー
 

×
 

×
 

×
 

〇
〇
 

「
朝
日
台
」
は
「
猿
畑
」
で
す
 

明
昭
機
工
北
側
の
丘
に
約
白
戸
分
の
 

住
宅
地
が
造
成
さ
れ
、
造
成
業
者
が
「
 

朝
日
台
」
の
仮
称
名
で
広
告
を
し
て
お
 

リ
ま
す
が
、
当
町
に
は
他
に
「
朝
日
町
 

」 

「
旭
ケ
丘
」
が
あ
リ
、
郵
便
物
や
尋
 

ね
て
来
ら
れ
る
方
の
間
違
い
の
発
生
が
 

非
常
に
多
く
困
っ
て
お
り
ま
す
。
 

し
た
が
っ
て
、
当
地
は
赤
池
町
大
字
 

。
。
 

。
 

赤
池
字
猿
畑
の
地
名
通
リ
に
「
猿
畑
」
 

×
 
×
 
×
 

名
を
使
っ
て
「
朝
日
台
」
 
の
仮
称
名
は
 

廃
名
し
ま
し
た
の
で
、
皆
様
方
も
今
後
 

は
「
猿
畑
」
名
を
使
っ
て
い
た
だ
く
よ
 

う
お
願
い
し
ま
す
。
 

な
お
、
電
々
公
利
発
行
の
電
話
帳
以
 

外
の
電
話
帳
に
一
部
朝
日
台
と
な
っ
て
 

お
リ
ま
す
が
、
 

「
猿
畑
」
の
誤
リ
で
あ
 

リ
ま
す
。
 

養
成
訓
練
生
の
募
集
 

福
岡
県
立
直
方
専
修
職
業
訓
練
校
で
 

は
五
十
四
年
四
月
か
ら
の
入
校
生
を
次
 

の
と
お
リ
募
集
し
ま
す
。
 

▽
訓
練
科
目
及
び
定
員
（
男
女
共
〕
 

機
械
科
 
20 

名
 

溶
接
科
 
20 

名
 

▽
応
募
資
格
 

⑦
 54 

年
3
月
中
晋
妻
十
業
見
込
の
人
 

⑥
 54 

年
3
月
高
校
卒
業
見
込
の
人
 

〇
そ
の
他
一
般
求
職
者
で
 25 

歳
以
下
 

の
人
 

▽
募
集
期
間
 

53 

年
 11 

月
1

日
か
ら
 54 

年
2
月
9

日
 

▽
申
込
先
 

最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
又
は
直
 

方
専
修
職
業
訓
練
校
 

固
〇
九
四
九
ニ
ー
②
ー
一
七
四
九
 

旅
券
（
ザ
し
発
給
 

事
務
取
扱
会
場
の
変
更
 

ー
北
九
州
地
区
ー
 

毎
週
火
曜
日
、
北
九
州
市
戸
畑
区
戸
 

畑
市
民
会
館
に
お
い
て
、
旅
券
（
パ
ス
 

ポ
ー
ト
）
の
申
請
受
付
及
び
交
付
を
行
 

っ
て
い
ま
す
が
、
．
同
会
館
の
改
築
工
事
 

の
た
め
、
き
た
る
十
二
月
十
九
日
（
火
）
 

か
ら
五
十
四
年
二
月
二
十
七
日
（
火
）
ま
 

で
取
扱
会
場
を
次
の
と
こ
ろ
に
変
更
い
 

j
 

た
し
ま
す
r
 

▽
北
九
州
市
汐
井
町
一
の
二
（
国
鉄
戸
 

畑
駅
前
）
北
九
州
市
立
消
費
生
活
セ
 

ン
タ
ー
三
階
集
会
室
 

固
〇
九
三
ー
八
七
一
ー
〇
四
二
八
 

年
末
の
節
水
に
ご
協
力
を
ノ
 

ク
お
正
月
の
準
備
は
お
早
目
に
4
 

一
年
の
う
ち
で
最
も
水
の
使
用
が
多
 

い
の
は
十
二
月
二
十
九
日
・
三
十
日
・
 

三
十
一
日
の
三
日
間
で
す
。
 

こ
の
日
は
、
新
年
を
迎
え
る
準
備
の
 

料
理
作
リ
、
掃
除
、
洗
濯
、
洗
車
な
ど
 

各
家
庭
で
一
斉
に
水
を
使
用
す
る
か
ら
 

で
す
。
 

こ
の
よ
う
な
状
態
か
ら
、
断
水
の
お
 

そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
特
に
年
末
の
 

お
正
月
の
準
備
は
計
画
的
に
、
能
率
的
 

に
す
ま
せ
て
、
で
き
る
だ
け
節
水
に
一
」
 

協
力
下
さ
い
。
 

ー
役
場
水
道
課
ー
 

ご
用
納
め
 
12
 

月
 28 

日
（
木
）
 

ご
用
始
め
1
月
4

日
（
木
）
 

役
場
の
業
務
は
二
十
八
日
（
水
）
で
一
」
 

用
納
め
と
な
り
ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ん
 

に
は
必
要
な
手
続
き
は
早
目
に
す
ま
せ
 

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

ご
用
始
め
は
一
月
四
日
（
水
）
か
ら
で
 

す。 な
お
、
緊
急
な
事
態
や
、
火
葬
認
可
 

証
、
出
生
届
等
の
場
合
は
日
直
者
が
い
 

ま
す
の
で
申
し
出
て
下
さ
い
。
 


